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くのスタートアップはもちろん、
大企業も人材が足りていない状況
にあるという声も聞くなど、肌感
覚で人材に関する課題を感じてい
ました。脱炭素領域には、ベン
チャーキャピタルや補助金などに
よる資金は非常に潤沢に流れ込む
ようになったものの、人材がその
流れの勢いに追いついておらず、
人材がボトルネックで脱炭素化が
実現できないという懸念を持って
います。また、グリーンタレント
は現状人材数が少なく、ニーズに
対して人材の供給が足りないとも
考えており、そうした人材の育成
も必要になることから、当社では
研修事業も手掛けています。

―御社の事業モデルや具体的なサービ

スの内容をお聞かせください

井口　当社のビジネスモデルは成功報
酬型で、これは人材紹介業界では一般
的なモデルです。紹介した人材がク
ライアントの会社に入社した場合、オ
ファーの際にその方へ掲示した年収金
額の一部相当額を、当社がフィーとし
て頂戴します。
　まずグリーンタレント特化型のプロ
フェッショナル人材の紹介事業を展開
していくとともに、同時並行でエグゼ
クティブ層向けサービスも提供してい
きます。これは業務委託契約での顧問
や社外取締役候補の紹介を行うもので
す。例えば旧一般電気事業者に在籍し
ていた経験豊富なシニアの方が役職定
年を迎えた際などに、その方の人脈や

　グリーンタレントハブ(東京都品川区)は、今年４月に設立され、脱炭素領域の人材紹介事業やグリーン・リスキリ

ング事業などを手掛ける。同社代表取締役の井口和宏氏は、これまで人材紹介業、また脱炭素と密接に関わる再生可

能エネルギー分野での業務に携わってきた経緯を持つ。こうした自身のキャリアなども活かし井口氏は、人材に関す

る課題を解決することで脱炭素領域の発展に寄与することをミッションに掲げ、会社を立ち上げた。グリーンタレン

トハブが展開していくサービスの内容、また日本が脱炭素化を進めていくうえでの人材に関して井口氏が考える課

題、そして今後の自社の事業拡大に向けた取り組みや長期的に目指す姿などについて、井口氏にお話を伺った。

人材の課題解決を支援し脱炭素領域の発展に寄与
グリーンタレントハブ 代表取締役 井口和宏氏

―グリーンタレントとは？また、起業

を決意し御社を立ち上げた理由などに

ついてお聞かせください

井口　グリーンタレントは、近年北米で
見受けられるワードです。持続可能な経
済活動や脱炭素社会の実現に資するスキ
ルをグリーンスキル、またグリーンスキ
ルに関する豊富な知識がなければできな
い仕事をグリーンジョブと定義して、こ
うした仕事に従事する人材はグリーンタ
レントと呼ばれています。そうした人
材が集うハブや中継点の役割を担いた
いと当社は考えています。当社では即
戦力採用や人材の紹介、またグリーン
タレントのキャリア支援を行い、脱炭素
領域の人材に関する課題を解決してい
きます。当社は７月１日には、人材紹介
業の免許取得が完了しました。
　これまでの職歴として、私は株式会
社アイアンドシー・クルーズ(株式会
社じげんに売却)に在籍し、人材紹介
事業に４年ほど従事した後、新電力の
子会社立ち上げやプロパンガスのス
イッチングサービスの事業開発を担当
してきました。その後、アイアンド
シー・クルーズと環境エネルギー投資
のジョイントベンチャーとして2018
年に創業したシェアリングエネルギー
の立ち上げに携わり、同社では事業開
発の責任者や、エバンジェリストとし
て広報・マーケティング分野をリード
していました。
　こうした経験の中で、組織と事業が
拡大したのは、優秀な人材が多く参画
したことによるものであったとの実
体験を得ています。一方で、現在は多

経験は豊富なのに、それが活かされて
いない状況にあるケースがたびたびあ
ります。そうした方々の経験やネット
ワークを必要とするスタートアップ企
業などにその方をご紹介します。この
ようなケースでは、必ずしも正社員と
しての採用だけでなく、週１回の業務
委託などの顧問契約を結ぶスタート
アップも見受けられます。そうした
方々をマッチングし、社会的リソース
を最適化することによって、個人にも
企業にもWin-Winの関係の構築を推進
していきます。
　そして、グリーン・リスキリング事
業も展開していきます。リスキリング
は、市場の変化に対して自身のスキル
を適合させることを指し、グリーン・
リスキリングは、脱炭素化という大き
な変化に対して、その領域で活躍で
きるスキルを身につけるプロセスを意

井口和宏氏
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味します。オフィスワーカーの方であ
れ、現場のブルーカラーの方であれ脱
炭素領域の知識などは必要ですが、具
体的に何から取り組め良いか分からな
いという課題を抱えるケースも多いと
思います。また、例えば北米・欧州で
は、石炭や石油分野など化石燃料の業
界で仕事に従事している人が、脱炭素
化の進展により職を失う状況が散見さ
れています。その方々の転職先とし
て、風力発電事業者やEVメーカーな
どの再エネ分野などの脱炭素領の企業
があり、そうした分野で働けるように
するための研修プログラムが提供され
る事例が増え始めています。
　グリーン・リスキリング事業では、
すでにこれまでの実績として、業界の
プロフェッショナルを講師として招い
た講座を開催しています。当社では、
講師の講演を受講者が視聴するイン
プットだけでなく、ワークショップで
の課題や宿題も設定した実践・双方向
型の講座を開催しています。またオン
ラインコミュニティも設置し、受講生
同士でネットワーキングができるよう
にもして、講師から学ぶと同時に受講
生同士でも学び合う機会を提供しま
す。一方で、再エネ発電所などの現地
での講座は今のところ予定をしていま
せんが、ニーズがあればオンサイトで
自治体の担当者の方にお話しを聞きに
いく講座なども開催したいです。オン
サイトの講座への明確なニーズがある
わけではまだありませんが、再エネの
開発にあたって自治体や近隣の方々、
ステークスホルダーとの折衝も必要と
なるため、それらをリアルに体験する
講座をゆくゆくは開催できればとも考
えています。

―御社がサービスを展開するうえでの

ノウハウや知見はどのような点にあり

ますか？

井口　グリーンタレントハブのチーム
は、自らが脱炭素領域での事業・アド
バイザリー・投資経験を有するプロ
フェッショナルのみで構成されていま
す。たとえば、当社にはシニアアドバ
イザーとして、大阪ガスや東京ガス
で、欧米の脱炭素系スタートアップと
のビジネス開拓やコーポレートベン
チャーキャピタルの立ち上げに携わ
り、2021年からは東北電力のアドバ

イザーも務める出馬弘昭氏も参画して
おります。業界インサイダーとしての
各社との人的ネットワークも厚く、当
社のみに採用のご相談をいただく場合
もしばしばあります。脱炭素領域専門
だからこそ、圧倒的な情報量を保有し
ており、変化の激しいこの業界におい
て、確かなマーケットインサイトと
キャリアオポチュニティをご提案する
ことが可能です。
　そして人材紹介の会社が数多くある
中で、当社が事業を成功させるための
カギはブランド構築にあると思って
います。これに向けて、まずは情報発
信を積極的に行っており、自社ユー
チューブ「脱炭素キャリアチャンネ
ル」にて脱炭素領域の経営者へのイン
タビュー動画などのコンテンツを配信
しています。そこで発信した情報を閲
覧したクライアントや相談者のマッチ
ングを行い、人材紹介による売り上げ
と実績を獲得していき、キャリアコン
サルタントの採用を通じて、より情報
発信量も増えるというポジティブなス
パイラルを目指しています。脱炭素領
域は変化の激しい業界であり、そこで
の正しい情報を肌感覚も含めてお伝え
していくのが当社の役割であるとも考
えています。

―今後の勝機や市場をどう見ていますか？

井口　調査会社などによると、国内の
人材紹介事業の市場規模は、現在は年
間3,000億円弱規模で、このうち脱炭素
市場の想定規模は460億円程度になると
当社では試算しています。こうした市

場は今後確実に伸びていく市場でもあ
り、また成長市場としなければカーボ
ンニュートラルは実現できません。そ
うした市場でのポジションを確立したい
と考えています。当社のサービスで対象
とする注力領域は、クリーンエネルギー
や電力のほか、建設、不動産、輸送、自
動車、食、環境、農業、スマートテクノ
ロジー、コンサルティング分野になりま
す。とくにコンサルティングファームで
は、最近はサステナビリティ関連のアナ
リストなどの採用をしたいとのニーズが
旺盛で、こうした企業の採用支援にも
注力します。脱炭素領域は日本でも数
少ない成長産業の１つであり、その成長
に寄与していきます。

―今後長期的に目指す姿をお聞かせく

ださい

井口　当社のビジョンとして､「アジ
アNo.1の脱炭素領域に特化した総合人
材サービス企業になる」を掲げていま
す。具体的には、フルタイムでの採用
支援(人材紹介事業)、パートタイムで
の採用支援(顧問紹介事業)、そしてグ
リーンタレントの育成(グリーン・リス
キリング事業)を展開し、脱炭素領域
での成約実績数などにおいてナンバー
ワンを目指します。また、2025年に
東南アジアでの海外展開も見据えてお
り、日系企業のクライアントの現地法
人での採用支援を行いたいと考えてい
ます。さらにその後は、海外の現地の
グローバル企業の採用サポートもして
いきたいです(文中写真・画像はいずれ
もグリーンタレントハブ提供)。

サービスのターゲットと事業展開


